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にわたって交通ひん繁な踏切送にはその1時間中看守人をつけて

列JI1の通過する前後に， 遮(しぞ)断装世を取扱わしめる(日本固

有鉄道巡転規則第 20 条)。必要あるときは汽笛吹鳴隙を設けて

望書簡によって踏切道通行者に注意を与える(大正 14li主筋 937 号

線路務機設備心得)。踏切道の極別は ， ~n 極踏切道(昼夜を通

じ踏17J後手を配置しであるもの) ， 第 2 邸踏切道(一定時|聞をか

ぎり踏切苦手手を配置してあるもの)， m 3f11l踏切道(踏切答手の
配置tなく閃(せん)光式踏切答報機の殻i世してあるもの)，第 4

極踏切道(踏切警手の配置または閃光式踏切]繁報繊の設置のな

いもの)の 4 とされている(昭和 15 述調~ 296 号)。

2 地方鉄道， 専用鉄道，軌道関係地方鉄道にあっては踏

切道と線路との交角は 30 度より小なるを得ず， 交通ひん繁な踏

切逃にはi並行人の注意をひくべき答際を設け，交通ひん繁で展

望不良な踏切道には門扉その他相当の保安設備をなし(地方鉄

道u\設規程第21条) ， また相当の時f~JIにわたって交通ひん繁な踏

切迫においては遮(しぞ)断装置，告書報装|泣その他の方法により

jiJj.1千人に注意を与えねばならない(地方鉄道巡転規則l第 28 条)。

軌道にあっては道路と の交角は特別のZ作曲のないかきr り国道，

府県道，主要市町村道と交差する場合は何度， その他の場合は

30 度以上とし(軌道建設規程第 19 条) ， 新設軌道の踏切道には

通行人の注意をひくべき警僚を設け， 交通ひん繁な箇所には門

店j\その他相当の保安設備をなし(同郷 20 条)，そのほか地方鉄

道巡転規則が準用される(軌道運転規則第 3 条)。

さらに昭和 29 年地方鉄道，専用鉄道に|刻しては運輸省鉄道監

管局長から地方陸巡局長宛に，軌道にl測しては同局長および建

設省道路局長連名で都道府県知事宛に踏切迫保安設備設f丘陵準

についてつぎのような通迷が出され，これによって踏切保安に

|刻する行政指導がなされるこ と とな った。*踏切flll別。

( 1 ) 換算率

ア 換算交通量歩行者 1，自転車 1ム牛馬， 牛馬11ï ， 術革

5，軽自動車 7，小型自動車 1 2 ， 大型自動11112 としその合計。

イ 娘p:列車回数入j臭事問 Oふ列車の長さが 30m 以下で

線区を通じ最高速度が毎時 40 km 以下の列車 0.7，その他の列

車 1 としその合計。

(2) 保安設備設置標準

ア 保安設備設置の標準 図ー1により踏切迫の 1 日当り換算

1.踏切保安段 W/(I)

保守股備を..す昌限fI.;型車

A-' 見通毘同 501 - ~，~ }X上 の 限界線
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交通院と換算列車回数との交点が踏切迫の見通し距離が 50m

以上の幼合にあってはA線， 踏切迫の見通し ~g 雌が 50 m 未満

の場合は B級以上にあるときは保安設備を設ける。

イ 上記アの範囲にあるもののうち， つぎの条件を ìi町たすも

のは第 3 極踏切J道となし得る。

(力図ー2 により踏切道の 1 時!日l当り j~W交通量と， これに

対応する換算列車回数との交点がし、かなる 1 時間についても C

級以下にあること。

2. 踏切保安設備(2)
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3 踏切保安設備(3)
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4. ~告切保安設備i(4)

第 一，1í踏 tnl貫 乞す Z 、 Y の ?合 Z阿見線

〈踏切￥朝治 多 f)f悶寸 λ協4約

(イ)踏切道における木線が 3 線以下であること。

(坊 主F報憾の閃光の見通し距離が 45 m 以上であること。

ウ 保安設備を必裂とする踏切道のうち第 3 f1llとするものの

ほかは第 l 僅とする。ただしつぎの条件を満たすものは第 2 極

となし得る。

け) 早朝夜間の 11時間当り後算交通iù:およびこれに対応する

決算列車回数にそれぞれ 1 日の列車運転時聞を梁じたものの交

点が図-3においてD級以下にあるとき。

(1) 早朝夜間の 11時間当り換算交通量とこれに対応する換算

列車回数との交点が図-4においてE線以下にあり ， かつ響報織

を併用すること。

(め 続手を配置しないl時間を明示する瞥際を設けること。

3 ~道路l誕l係 道路傑識令により踏切の手前 50m から 120

m の左fJllJ路端にし踏切あり 1 を標示する主主戒機織が設飽きれ， さ

らに踏切の手前 10 m 以内の左側IJ路端に L踏切あり ] を82示する

指示際殺が設位されて踏切通行者の注意をうながす。自動車道

は交通iiiが少ない場合その他特別の事由ある治合運輸建設共同

省令で詳細に定めた榊造 ・ 設備基準に適合する場合のみ平商交
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